まちづくり倶楽部・魅力発信グループ会議結果
平成22年8月25日（水）19：00～20：30

場所：陽だまり

参加者：柏谷、湯本、山田（はんこ広場）、中田、文字 
アドバイザー：山田祥子（真狩村在住　北海道移住暮らし応援コーディネーター）
· 今回の流れ　
山田祥子さんから、前回の会議内容をもとにホームページ製作案と見積書をいただきました。
その資料を基に内容の検討と今後の進め方を協議しました。
◎　会議のまとめ

（1） 祥子さんからホームページ製作案の説明について
・町民時計にするには、正確な時刻を表示するには専用ソフトが必要で高額。したがって、カレンダー形式で提案。
・前回会議での『とりあげてみたいネタ・テーマ』13項目全部？→全部つくるのでなく、みえてくれれば。

・いろいろな人がおり、好みが違う、それに対応できるページに配慮した。

・案のTOPにある新着ニュースはカレンダーに関する告知や例えば新レシピ登場など、ページが更新されたことのお知らせに。
・実際の作成画面を陽だまりのパソコンで見てみた。　

（2） 製作案について意見交換
・前回会議の情報だけでここまで暫定的に創りあげていただいたことに感謝。

・本グループの取り組み目標は「活き活きとした『まちとひと』の姿を発信する」。これを基本に構成編集したい。

・誰に見せるものか？の重視。役場、観光協会、NPB、ほか各団体が作りそうもない視点。まちづくり倶楽部でしか作れそうもないものをめざしましょう。
・どこに特化するか、も大切に

・カレンダーは人と人、あるいは人とまちをつなげていきたい趣旨からのもの。したがって、アップして半年たつのに見る人が頭打ちになるようでは十分な評価はできない。
・そのためには何か仕掛け、見ていただく仕掛けなりが必要か？！「怪しげさ」「危険性」「親しみやすさ」？？のエキス、匂いが、口コミで･･･
・ユーストリームの活用は？

・コミュニケーションツールとして活かしてもらえれば。
（3） 今後の検討課題

・目標とするスタート（アップ）日は？10月？

・構成内容の更なる検討（経費に反映）
・取材、管理運用は誰が？･･･祥子さん専任受諾可能･･･その場合の当グループとしての役割・立ち位置。定期的な編集会議はグループとして必須。
・財源について･･･他のグループの必要経費があれば併せて「協働会議」として、町の助成（20万円上限）で申請可能。可能な限り広告料が取れる仕掛けを考えていくべき。広告に戦略性をもって。
· 次回

９月１日（水）１９：００～　陽だまり

（３）今後の検討課題にあるとおり、いよいよスタート前の重要な局面になりそうです。
　※欠席の場合でも、事務局（役場文字）までメール・FAX等で報告していただけますよう！！
＜お知らせ＞

まちづくり倶楽部３グループ分の会議録（概要）は、メンバーや一度倶楽部に参加した方々全員にメールや郵送で送信していますが、倶知安町HPでもこれまでの会議録が公開されています。
どうぞ、参考にしてくださいませ。

倶知安町HP　http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/　のトップ画面左側『町の政策』－『協働』から入っていけます。
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